
五
月
十
八
日
（
火
）

（配　膳　図） ひとくちメモ

五
月
十
七
日
（
月
）

〇中華
ち ゅ う か

コーンスープ

中華
ちゅうか

コーンスープは，正式
せいしき

には「栗米湯（スーミータ

ン）」という中国
ちゅうごく

料理
りょうり

のスープの１種類
しゅるい

です。栗米
すーみー

は

「とうもろこし」，湯
たん

は「スープ（または汁
しる

）」という

意味
い み

の料理
りょうり

名
めい

です。　中華
ちゅうか

コーンスープは，味付
あ じ つ

けに塩
しお

だけを使
つか

っているため，あっさりとした仕上
し あ

がりになっ

ているので，どんな中国
ちゅうごく

料理
りょうり

にも合
あ

うスープです。

運動会
う ん ど う か い

振替休日
ふ り か え き ゅ う じ つ

五
月
二
十
日
（
木
）

〇抹茶
ま っ ち ゃ

五
月
十
九
日
（
水
）

〇ふき

５月
がつ

の八十八夜
はちじゅうはちや

(今年
こ と し

は５月
がつ

１日
にち

でした。)の頃
ころ

になると，お茶
ちゃ

の新
しん

芽
め

を摘
つ

み取
と

り，蒸
む

して乾燥
かんそう

させてお茶
ちゃ

にします。また，お

茶
ちゃ

の葉
は

を育
そだ

てるときに，日光
にっこう

が当
あ

たらないように栽培
さいばい

すると玉
ぎょ

露
くろ

といううま味
み

の強
つよ

いお茶
ちゃ

ができます。この玉露
ぎょくろ

に使用
し よ う

するお

茶
ちゃ

の葉
は

を粉末
ふんまつ

にしたのが「抹茶
まっちゃ

」です。今回
こんかい

は抹茶
まっちゃ

を天
てん

ぷらの

衣
ころも

に混
ま

ぜて「ちくわの抹茶
まっちゃ

香味
こ う み

揚
あ

げ」を作
つく

りました。

ふきは日本
にほん

で最初
さいしょ

に見
み

つかった植物
しょくぶつ

で，北海道
ほっかいどう

から沖縄県
おきなわけん

まで

の日本
にほん

各地
か く ち

に自生
じせい

しています。ふきは大
おお

きな丸形
まるがた

の葉
は

が一枚
いちまい

あ

るのが特徴
とくちょう

で，葉
は

を支
ささ

える細長
ほそなが

い葉柄
ようへい

の部分
ぶぶん

を食
た

べます。昔
むかし

は

自生
じせい

しているふきを採取
さいしゅ

し，調理
ちょうり

して食
た

べていましたが，現在
げんざい

では葉柄
ようへい

の長
なが

さが１mくらいになるまで成長
せいちょう

する品種
ひんしゅ

のふきを

栽培
さいばい

したものを購入
こうにゅう

し，調理
ちょうり

して食
た

べることが多
おお

いようです。

五
月
二
十
一
日
（
金
）

〇食事
し ょ く じ

のマナー「マナーとエチケット」

マナーは行儀
ぎょうぎ

や作法
さ ほ う

のことを言
い

い，もとは食事
しょ くじ

をする際
さい

のはしやフォーク・ナイフの持
も

ち方等
かたなど

のテーブル作法
さ ほ う

の

ことを示
しめ

していたようですが，現在
げんざい

では人
ひと

と接
せっ

する態度
た い ど

等
など

もマナーと言
い

われるようになりました。また，エチ

ケットは，もとは人
ひと

との接
せっ

し方
かた

のルール等
など

を表
あらわ

す際
さい

に用
もち

いられた言葉
こ と ば

ですが，現在
げんざい

ではマナーと同
おな

じ意味合
い み あ

いで

使
つか

われることが多
おお

いようです。

さばの

もしおやき

ぎゅうにゅう

やきうどん

ぎゅうにゅう

ロールパン

（中学校）

アルミ

ホイル

トック

スープ

たけのこと

ふきの

にもの

ぎゅうにゅう
ミニあおりんごゼリー

ごはん
ちゅうか

コーン

スープ

にくだんごの

あまずがらめ

しんたまねぎ

のみそしる
ごはん

ぎゅうにゅう

ちくわの

まっちゃ

こうみあげ

ピビンパ（ぐ）

むぎごはん

きりぼしだいこんの

ごまあえ




